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は
じ
め
に

　
「
歌
書
は
左
肩
、
物
語
は
中
央
」
と
は
、
鎌
倉
時
代
の
入
木
道
書
に
見

え
る
、
冊
子
本
外
題
位
置
の
故
実
で
あ
る
。
そ
の
実
態
と
理
由
に
つ
い
て
、

か
つ
て
拙
稿
「
冊
子
本
の
外
題
位
置
を
め
ぐ
っ
て
」（『
斯
道
文
庫
論
集
』

四
六
、
二
〇
一
一
・
二
、『
日
本
古
典
書
誌
学
論
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一

六
）
収
載
、
以
下
「
旧
稿
」
と
略
称
）
で
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
後
も
原

表
紙
と
原
外
題
を
有
す
る
古
写
本
に
出
会
う
度
に
、
そ
の
こ
と
の
確
認
を

続
け
て
い
る
の
だ
が
、
特
に
訂
正
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
見
当
た
ら
な
い
。

た
だ
し
若
干
の
補
足
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
事
柄
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　

必
要
に
迫
ら
れ
て
定
家
筆
『
更
級
日
記
』
の
影
印
を
手
に
し
た
時
、
以

前
か
ら
抱
い
て
い
た
疑
念
が
改
め
て
湧
い
て
き
た
。
六
半
の
綴
葉
装
の
、

原
表
紙
に
は
、
中
央
あ
た
り
に
直
書
き
で
定
家
が
「
更
級
日
記
」
と
記
し

て
い
る
。
し
か
し
よ
く
見
る
と
、
そ
の
文
字
の
位
置
は
中
央
よ
り
や
や
左

に
寄
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
題
を
記
す
た
め
に
表
紙
に
貼
り
付
け
る
題
簽

の
よ
う
な
、
位
置
の
目
印
に
な
る
も
の
が
あ
っ
た
訳
で
も
な
い
の
で
、
た

ま
た
ま
少
し
ず
れ
た
だ
け
と
思
え
ば
、
た
い
し
た
問
題
で
は
な
い
の
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
に
た
ま
た
ま
に
し
て
は
か
な
り
左
に
寄
っ
て
い
る
し
、

同
様
の
事
例
を
少
な
か
ら
ず
見
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
な
気
も
し
て
き
た
の

の
で
あ
る
。

　

定
家
の
単
な
る
癖
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
中
央
と
左
肩
の
間
と

藤
原
定
家
が
記
し
た
冊
子
本
の
外
題
の
位
置
に
つ
い
て

佐
々
木　

孝
浩
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い
う
微
妙
な
位
置
に
は
、
物
語
と
和
歌
と
の
中
間
に
位
置
す
る
も
の
、
と

い
う
い
う
よ
う
な
意
味
合
い
が
あ
る
と
も
勘
ぐ
り
た
く
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
表
紙
中
央
左
寄
り
に
位
置
す
る
定
家
筆
の
外
題
の
意
味
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
で
き
る
だ
け
具
体
例
を
確
認
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
検
討
し
て

み
た
い
と
考
え
る
。

一　

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
私
家
集
の
確
認

　

こ
の
よ
う
な
明
文
化
さ
れ
て
い
な
い
故
実
ら
し
き
も
の
を
、
調
査
す
る

際
に
大
切
で
あ
る
の
は
、
先
入
観
を
持
っ
て
調
査
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。

と
も
か
く
え
り
好
み
な
ど
せ
ず
、
無
作
為
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
デ
ー
タ

を
集
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
幸
い
に
定
家
が
書
写
・
所
蔵
し
て
い

た
書
物
は
、
そ
の
子
孫
で
あ
る
冷
泉
家
に
か
な
り
大
量
に
伝
わ
っ
て
い
る
。

古
写
本
が
襲
蔵
さ
れ
て
き
た
家
か
ら
出
て
し
ま
う
と
、
そ
の
本
の
見
栄
え

を
よ
く
し
、
商
品
的
な
価
値
を
高
め
る
た
め
に
、
汚
れ
て
傷
ん
だ
原
表
紙

が
取
り
去
ら
れ
て
、
茶
道
の
世
界
で
珍
重
さ
れ
る
よ
う
な
、
金
襴
や
緞
子

な
ど
と
い
っ
た
高
級
な
絹
織
物
の
裂
表
紙
に
改
め
ら
れ
る
の
が
一
般
的
で

あ
る
。
中
に
は
、
一
度
外
に
出
て
か
ら
戻
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
、
そ
の
よ
う
な
事
例
も
存
し
て
い
る
も
の
の
、
冷
泉
家
で
襲
蔵
さ
れ
て

き
た
も
の
は
、
当
然
な
が
ら
本
来
の
姿
を
留
め
る
も
の
が
多
い
こ
と
が
期

待
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
同
家
蔵
書
中
の
善
本
は
、『
冷
泉
家
時
雨

亭
叢
書
』
全
百
巻
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
二
～
二
〇
一
七
）（
以
下
「
叢

書
」
と
略
称
）
に
影
印
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
ほ
ど
最
適
な
調
査

対
象
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

そ
こ
で
そ
の
百
巻
を
探
っ
て
み
る
と
、
特
に
私
家
集
に
定
家
外
題
が
多

数
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
の
定
家
筆
の
外
題
と
判
断
で
き
そ
う
な
も

の（
1
（

の
中
か
ら
、
そ
の
位
置
が
中
央
よ
り
や
や
左
寄
り
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

も
の
を
整
理
し
て
み
た
い
。
猶
、
詳
し
く
は
旧
稿
で
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
左
肩
の
外
題
を
基
本
と
す
る
歌
書
の
中
で
も
、
私
家
集
は
中
央
に

あ
る
も
の
が
目
立
ち
、
鎌
倉
時
代
が
進
む
と
共
に
、
私
家
集
の
地
位
の
上

昇
と
連
動
し
て
か
、
左
肩
に
位
置
す
る
こ
と
が
多
く
な
る
と
い
う
傾
向
が

認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
以
下
の
考
察
で
も
、
私
家
集
の
外
題

の
基
本
位
置
は
中
央
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
考
察
を
進
め
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
外
題
の
位
置
が
意
味
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、

本
の
形
態
別
に
提
示
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
そ
の
際
に
、
表
紙
の
特
徴
と

そ
の
大
き
さ
、
書
写
の
大
ま
か
な
時
代
に
つ
い
て
は
、
叢
書
の
解
題
を
参

照
し
つ
つ
明
記
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
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冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
（
以
下
「
文
庫
」
と
略
称
）
の
定
家
が
関
与
し
た

私
家
集
の
装
訂
は
、
基
本
的
に
は
綴
葉
装
で
あ
る
が
、
表
紙
の
上
か
ら
糸

束
や
紐
で
綴
じ
た
も
の
も
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
糸
や
紐
で
綴
じ

た
も
の
は
、
解
題
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
「
大や
ま
と和
綴と
じ

」
と
称
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
が
、
こ
の
呼
び
方
は
綴
葉
装
を
指
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る

の
で
、
学
術
用
語
と
し
て
は
大
い
に
問
題
が
あ
る
。
本
稿
で
は
「
結
び
綴
」

の
称
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

ま
た
結
び
綴
は
、
最
初
か
ら
の
仕
立
て
の
も
の
も
あ
る
が
、
綴
葉
装
が

糸
切
れ
し
や
す
く
、
ば
ら
ば
ら
に
な
り
や
す
い
装
訂
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ

て
、
後
に
な
っ
て
補
強
の
た
め
に
改
め
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
そ

の
糸
や
紐
も
し
ば
し
ば
改
め
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
が
本
来
的
な
も
の
で
あ

る
か
ど
う
か
の
判
断
は
極
め
て
難
し
い
。
ま
し
て
や
現
物
調
査
が
で
き
た

わ
け
で
は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
結
び
綴
が
本
来
的
な
も
の
か
ど
う
か
は

問
わ
な
い
こ
と
と
し
た
い
。
ま
た
製
作
時
期
を
同
じ
く
す
る
グ
ル
ー
プ
を

弁
別
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
表
紙
と
そ
の
大
き
さ
、
書
写
者
と

大
ま
か
な
書
写
の
時
期
、
及
び
叢
書
の
巻
数
を
付
記
す
る
次
第
で
あ
る
。

四
半
本
の
状
況

　

そ
も
そ
も
文
庫
の
私
家
集
類
は
、
平
安
期
に
書
写
さ
れ
た
も
の
も
、
勅

撰
集
な
ど
の
入
集
歌
で
あ
る
こ
と
を
示
す
書
き
入
れ
で
あ
る
、
集
し
ゆ
う

付づ
け

な
ど

を
中
心
に
定
家
が
加
筆
し
た
も
の
が
目
立
ち
、
そ
れ
と
合
わ
せ
て
定
家
の

時
代
に
表
紙
お
よ
び
そ
の
外
題
を
加
え
た
と
見
ら
れ
る
も
の
が
多
い
。
定

家
が
関
与
し
た
私
家
集
を
見
渡
す
と
、
縦
型
の
四
半
の
も
の
は
珍
し
く
、

枡
形
の
六
半
の
も
の
が
大
半
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。

　

叢
書
巻
14
「
平
安
私
家
集
一
」
に
納
め
ら
れ
る
、
平
安
中
期
か
ら
後
期

に
か
け
て
の
一
一
集
は
す
べ
て
四
半
で
あ
る
（「
貫
之
集
」
の
み
は
巻
子

装
に
改
装
さ
れ
て
い
る
が
、
本
来
の
姿
で
考
え
た
）。
ま
た
定
家
の
異
母

姉
八
条
院
坊
門
局
の
書
写
に
な
る
、
巻
16
「
平
安
私
家
集
三
」
所
収
の
六

集
も
四
半
な
の
で
あ
る
。

　

巻
17
・
18
・
19
の
「
平
安
私
家
集
四
、
五
、
六
」
に
納
め
ら
れ
る
、
定

家
等
筆
あ
る
い
は
定
家
監
督
書
写
の
も
の
で
は
、
17
の
八
集
の
内
の
「
仲

文
集
」・「
斎
宮
女
御
集
」・「
伊
勢
大
輔
集
」
の
三
集
の
み
が
四
半
本
で
あ

る（
2
（

。
こ
の
他
で
は
、
巻
29
「
中
世
私
家
集
五
」
の
「
有
房
中
将
集
」（
定

家
本
）
も
四
半
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
中
か
ら
、
定
家
筆
の
外
題
が
中
央
よ
り
左
に
寄
っ
た
位
置
に

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
探
す
と
、
以
下
の
四
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
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「
平
兼
盛
集
」　

綴
葉
装　

素
紙
表
紙
（
二
一
・
九
×
一
三
・
七

糎
）　

坊
門
局
筆　

16

「
仲
文
集
」　

結
び
綴　

蝶
丸
萩
唐
草
文
刷
表
紙
（
二
一
・
〇
×

一
五
・
四
糎
）　

定
家
監
督
書
写　

17　

「
斎
宮
女
御
集
」　

綴
葉
装　

梅
枝
散
し
文
刷
表
紙
（
二
〇
・
〇

×
一
五
・
八
糎
）　

定
家
監
督
書
写　

17

「
有
房
中
将
集
」　

綴
葉
装　

墨
流
表
紙
（
二
一
・
四
×
一
四
・

一
糎
）　

定
家
監
督
書
写　

27

　

五
島
美
術
館
蔵
の
、
後
補
表
紙
を
有
す
る
結
び
綴
で
、
定
家
監
督
書
写

の
「
公
忠
朝
臣
集
」
は
、「
仲
文
集
」
と
同
じ
文
様
で
、
大
き
さ
も
二
一
・

二
×
一
五
・
三
糎
と
ほ
ぼ
等
し
い
原
表
紙
を
有
し
て
お
り
、
裂
表
紙
が
邪

魔
を
し
て
位
置
を
正
確
に
把
握
し
ず
ら
い
も
の
の
、
や
は
り
左
寄
り
の
外

題
を
有
し
て
い
る
。

　

同
じ
く
冷
泉
家
の
外
に
あ
る
も
の
で
は
、
綴
葉
装
の
「
金
槐
和
歌
集
」

も
、
縹
色
表
紙
の
左
寄
り
の
位
置
に
定
家
風
の
外
題
が
確
認
で
き
る（

3
（

。

　

一
方
で
、
定
家
筆
お
よ
び
定
家
風
の
外
題
が
中
央
に
あ
る
も
の
を
確
認

し
て
み
る
と
、
巻
14
の
も
の
で
は
、
粘
葉
装
の
「
躬
恒
集
」（
藍
色
地
金

銀
雲
母
砂
子
散
し
表
紙
（
一
九
・
〇
×
一
二
・
四
糎
））、
も
と
も
と
粘
葉

装
の
可
能
性
の
あ
る
結
び
綴
の
「
権
中
納
言
敦
集
」（
敦
忠
集
）（
飛
雲
雲

母
引
共
紙
表
紙
（
一
九
・
〇
×
一
二
・
六
糎
））
が
あ
る
。
巻
16
の
坊
門

局
筆
本
で
は
、
承
安
五
年
（
一
一
七
五
）
写
で
綴
葉
装
の
「
元
輔
集
」（
丁

子
葦
手
絵
表
紙
（
二
一
・
三
×
一
三
・
八
糎
））
や
、
同
じ
く
綴
葉
装
の

「
源
重
之
集
」（
素
紙
表
紙
（
二
一
・
九
×
一
三
・
九
糎
））
に
確
認
で
き
る
。

巻
17
の
定
家
監
督
書
写
の
も
の
で
は
、
綴
葉
装
の
「
伊
勢
大
輔
集
」（
蝶

丸
萩
唐
草
文
刷
表
紙
（
二
一
・
七
×
一
三
・
八
糎
））
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
「
西
本
願
寺
本
三
十
六
人
集
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
平
安
時
代
の

私
家
集
は
四
半
で
仕
立
て
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
よ
う
な
の
だ
が
、
自

家
の
四
半
本
に
対
し
て
、
定
家
が
加
え
た
外
題
は
、
用
例
数
が
多
く
は
な

い
も
の
の
、
中
央
と
左
寄
り
が
ほ
ぼ
拮
抗
し
て
い
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
四
半
の
定
家
外
題
は
、
坊
門
局
筆
本
を
中
心
と
し
て
、
定
家

真
筆
か
ど
う
か
の
判
断
が
難
し
い
も
の
が
多
い
の
で
、
あ
ま
り
断
定
的
に

考
え
な
い
方
が
良
さ
そ
う
で
あ
る
。

六
半
本
の
状
況

　

定
家
が
関
与
し
た
六
半
の
私
家
集
は
、
平
安
後
期
写
本
に
加
筆
し
た
も

の
は
巻
15
の
「
平
安
私
家
集
二
」
に
、
書
写
に
加
わ
っ
た
り
、
監
督
し
て

令
写
し
た
も
の
は
、
巻
17
・
18
・
19
の
「
平
安
私
家
集
四
、
五
、
六
」
に
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集
中
し
、
巻
24
「
源
木
工
集
」（
散
木
奇
歌
集
）
も
こ
れ
に
加
わ
る
。
中

世
期
に
分
類
さ
れ
る
も
の
は
、
巻
25
の
「
中
世
私
家
集
一
」
に
ま
と
ま
り
、

「
同
五
」
ま
で
に
散
在
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
に
は
、
左
寄
り
の
定
家
外
題
を
数
多
く
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。

「
小
大
君
」　

綴
葉
装　

雲
母
引
素
紙
表
紙
（
一
三
・
一
×
一
二
・

八
糎
）　

定
家
加
筆
平
安
後
期　

15

「
行
尊
僧
正
集
」　

綴
葉
装　

紺
色
表
紙
（
一
三
・
四
×
一
二
糎
）

定
家
加
筆
平
安
後
期　

15

「
藤
六
集
」　

結
び
綴
（
綴
葉
装
一
折
）　

四
菱
繋
文
刷
表
紙
（
一

五
・
九
×
一
四
・
九
糎
）　

定
家
等
筆　

17

「
兼
澄
集
」　

結
び
綴　

四
菱
繋
文
刷
表
紙
（
一
五
・
五
×
一
四
・

七
糎
）　

定
家
等
筆　

17

「
恵
慶
集
」（
上
）　

綴
葉
装　

銀
切
箔
散
し
共
紙
表
紙
（
一
五
・

三
×
一
四
・
六
糎
）　

定
家
等
筆　

17

「
発
心
和
歌
集
」　

綴
葉
装　

蝶
丸
萩
唐
草
文
刷
表
紙
（
一
六
・

五
×
一
四
・
三
糎
）　

定
家
等
筆　

17

「
六
條
修
理
大
夫
集
」　

綴
葉
装　

梅
枝
散
し
文
刷
表
紙
（
一
七
・

一
×
一
三
・
九
糎
）　

定
家
等
筆　

18

「
主
殿
集
」　

綴
葉
装　

梅
枝
散
し
文
刷
表
紙
（
一
六
・
四
×
一

五
・
七
糎
）　

定
家
等
筆　

19

「　
四
宇
治

条
宮
下
野
」　

綴
葉
装　

縹
色
花
襷
文
刷
表
紙
（
一
七
×

一
四
・
三
糎
）　

定
家
監
督
書
写　

19

「
摂
津
前
斎
院
禛
子
内
親
王
」　

結
び
綴
（
綴
葉
装
）　

銀
切
箔
散
し
共

紙
表
紙
（
一
五
・
一
×
一
四
・
八
糎
）　

定
家
監
督
書
写　

19

「
中
御
門
大
納
言
殿
集
」（
宗
家
）　

綴
葉
装（

4
（
　

縹
色
縦
四
菱
繋
文

蝋
箋
表
紙
（
一
四
・
五
×
一
六
・
七
）　

藤
原
俊
成
等
筆
平
安

後
期　

25

　

ま
た
、
こ
の
他
に
も
、
共
に
綴
葉
装
な
が
ら
、
表
紙
が
失
わ
れ
て
共
紙

表
紙
と
な
っ
て
い
る
、「
賀
茂
女
集
／　

一
首
無
可
取
哥
」（
一
七
・
〇
×

一
五
・
一
糎
、
定
家
監
督
書
写
18
）
と
、
後
補
表
紙
の
下
に
元
共
紙
表
紙

が
あ
る
、「
浄
照
房
」（
一
五
・
二
×
一
二
・
三
糎
、
定
家
監
督
書
写
29
）

も
、
位
置
は
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
解
題
に
「
お
そ
ら
く
定
家
の
側
近
が

定
家
の
書
風
を
模
し
て
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
記
さ
れ
る
、
綴
葉
装
の

「
傅
大
納
言
母
上
集
」（
墨
流
表
紙
（
一
五
・
八
×
一
五
・
四
糎
）
17
）
も
、

一
応
こ
れ
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
今
川
氏
親
に
献
じ
た
定
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家
自
筆
本
を
、
冷
泉
為
和
が
永
正
八
年
（
一
五
一
一
）
に
臨
模
し
た
、
綴

葉
装
の
「
小
野
宮
殿
集
」（
共
紙
表
紙
（
一
六
・
九
×
一
七
・
八
糎
）
19
）

も
、
外
題
位
置
ま
で
模
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
事
例
が
多
く
な
る
と
、
左
寄
り
と
ま
で
は
言
え
な
い
も
の

の
、
微
妙
に
左
に
寄
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
以
下
の
様
な
例
も
、
意
識

と
し
て
は
、
左
に
寄
せ
た
つ
も
り
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
く

な
る
の
で
あ
る
。

「
江
帥
集
匡
房
卿
」　

綴
葉
装　

薄
茶
色
地
縦
四
菱
繋
文
刷
表
紙
（
一

六
・
八
×
一
四
・
八
糎
）　

定
家
等
筆　

18

「
左
京
大
夫
集
」　

綴
葉
装　

丁
子
吹
表
紙
（
一
五
・
六
×
一
五
・

一
糎
）　

定
家
等
筆　

18

「
源
木
工
集
」　

綴
葉
装　

墨
流
地
銀
切
箔
散
し
表
紙
（
一
六
・
九

×
一
六
・
七
糎
）　

定
家
等
筆
安
定
二
年
（
一
二
二
八
）　

24

「
残
集
」　

綴
葉
装　

縹
色
縦
四
菱
繋
文
蝋
箋
表
紙
（
一
七
・
二

×
一
五
・
五
糎
）　

平
安
後
期　

25

「
近
衛
大
納
言
集
」　

結
び
綴  

縹
色
四
菱
繋
文
蝋
箋
表
紙
（
一

四
・
〇
×
一
三
・
〇
糎
）　

俊
成
筆
内
題
・
坊
門
局
筆　

25

「
殷
富
門
院
大
輔
集
」　

綴
葉
装　

共
紙
表
紙
（
一
六
・
一
×
一

四
・
八
糎
）　

為
家
筆　

26

　

定
家
が
書
写
に
関
与
し
た
六
半
本
で
、
外
題
が
確
実
に
中
央
だ
と
断
定

で
き
そ
う
な
も
の
は
、「
叢
書
」
の
中
に
は
見
つ
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

同
家
を
出
所
と
し
、
現
在
各
所
で
分
蔵
さ
れ
て
い
る
私
家
集
も
少
な
く
の

で
、
そ
れ
ら
も
併
せ
て
調
べ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

  

文
化
庁
蔵
の
「
九
条
殿
御
集
」（
師
輔
集
）（
結
び
綴　

縦
四
菱
文
刷
表

紙
（
一
五
・
一
×
一
四
・
八
糎
）　

文
化
遺
産
オ
ン
ラ
イ
ン
他
）、
徳
川
美

術
館
蔵
の
「
基
俊　
復
登
蓮
集
」（
綴
葉
装　

後
補
表
紙
の
下
に
原
表
紙
（
一

五
・
〇
×
一
五
・
〇
糎
）　

徳
川
黎
明
会
叢
書
）、
天
理
図
書
館
蔵
の
「
実

方
中
将
」（
綴
葉
装　

蝶
丸
萩
唐
草
文
蝋
箋
表
紙
（
一
五
・
七
×
一
三
・

八
糎
）　

天
理
図
書
館
善
本
叢
書
第
四
巻
）、
同
蔵
の
「
一
宮
紀
伊
集
」　

綴
葉
装　

縹
色
地
金
銀
箔
砂
子
散
し
表
紙
（
一
三
・
二
×
一
三
・
七
糎
）

　

同
）、
同
蔵
の
「
伊
勢
集
」（
綴
葉
装　

下
紫
雲
紙
表
紙
（
一
六
・
八
×

一
五
・
二
糎
）　

同
）、
大
阪
青
山
学
園
蔵
の
「
成
尋
阿
闍
梨
母
集
」（
綴

葉
装　

縦
四
菱
繋
文
刷
表
紙　

貴
重
古
典
籍
叢
刊
他
）、
同
蔵
で
伝
西
行

筆
の
料
紙
に
唐
紙
を
混
用
す
る
「
為
仲
朝
臣
集
」（
結
び
綴　

墨
流
表
紙

　

思
文
閣
出
版
複
製
）、
金
沢
市
立
中
村
記
念
美
術
館
蔵
の
「
恵
慶
集
」（
下

巻
）（
綴
葉
装　

墨
流
表
紙　

尊
経
閣
叢
刊
他
）、
東
京
富
士
美
術
館
の
「
相
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模
集
」（
綴
葉
装　

蝶
丸
萩
唐
草
刷
表
紙　

古
典
保
存
会
複
製
他
）
な
ど
、

原
表
紙
を
確
認
で
き
る
も
の
だ
け
で
も
、
こ
れ
ほ
ど
左
寄
り
の
定
家
外
題

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

  

た
だ
し
そ
の
一
方
で
、
大
阪
青
山
学
園
蔵
の
「
興
風
集
」（
綴
葉
装　

蝶
丸
萩
唐
草
文
刷
表
紙
（
一
六
・
四
×
一
四
・
九
糎
）　

文
化
遺
産
オ
ン

ラ
イ
ン
他
）
や
、
益
田
家
旧
蔵
で
平
安
後
期
写
の
「
一
条
摂
政
御
集
」（
結

び
綴　

薄
茶
色
地
雲
母
引
表
紙　

尚
古
会
複
製
他
）
等
、
定
家
外
題
が
中

央
に
あ
る
も
の
も
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

  

定
家
真
筆
で
な
い
も
の
を
除
い
た
と
し
て
も
、
外
題
が
中
央
に
あ
っ
た

時
代
と
の
差
は
極
め
て
大
き
い
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

そ
の
他
の
事
例

　

四
半
で
も
六
半
で
も
な
い
も
の
に
、
巻
15
の
「
平
安
私
家
集
二
」
に
、

「
横
綴
じ
本
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
、
定
家
加
筆
の
平
安
後
期
写
本
三

点
が
あ
る
。
念
の
た
め
こ
れ
ら
も
確
認
す
る
と
、
結
び
綴
の
「
出
羽
弁
集
」

（
未
詳
色
表
紙（

5
（

　
（
一
四
・
四
×
一
八
・
五
糎
））
も
、
左
寄
り
の
事
例
に

加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

他
の
二
点
は
、「
公
忠
朝
臣
集
」
に
「
道
成
集
」（
道
済
集
）
を
合
綴
し

た
特
殊
な
結
び
綴
で
、
金
銀
箔
砂
子
散
し
表
紙
（
一
二
・
六
×
一
四
・
一

糎
）
を
有
す
る
平
安
後
期
写
本
で
、
中
央
に
「
公
忠
朝
臣
集
」
と
定
家
の

外
題
が
あ
る
。
横
綴
じ
本
も
四
半
本
と
同
様
に
、
二
種
の
外
題
位
置
が
拮

抗
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
私
家
集
の
確
認
に
よ
り
、
後
の
加
筆
を
除
い
て
、
定
家
が
書
写

に
関
与
し
て
い
な
い
四
半
や
横
長
等
の
前
代
の
写
本
で
は
、
定
家
外
題
の

位
置
が
中
央
と
左
寄
り
で
は
半
々
程
度
の
割
合
で
あ
っ
た
の
に
、
定
家
が

書
写
に
関
与
し
た
六
半
の
も
の
は
、
分
担
し
た
も
の
も
書
写
さ
せ
た
も
の

も
、
圧
倒
的
に
外
題
が
左
寄
り
の
位
置
に
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

少
な
く
と
も
、
六
半
本
の
私
家
集
の
冊
子
本
に
は
、
中
央
や
や
左
寄
り

の
位
置
に
外
題
を
書
く
、
と
い
う
作
法
を
定
家
が
持
っ
て
い
た
こ
と
は
確

か
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

二　

私
家
集
以
外
の
定
家
外
題

　

そ
れ
で
は
私
家
集
以
外
の
状
況
は
ど
う
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
い
に
気

に
な
る
こ
と
ろ
で
あ
る
の
だ
が
、
残
念
な
が
ら
対
象
と
な
り
う
る
資
料
は
、

私
家
集
ほ
ど
に
は
豊
富
で
な
い
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
私
家
集
以
外
で
定

家
筆
の
外
題
を
有
す
る
も
の
は
極
め
て
希
少
で
あ
り
、
文
庫
内
に
も
そ
れ
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ほ
ど
多
く
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
文
庫
外
に
存
す
る
定
家
本
の
表
紙

の
多
く
が
、
美
麗
な
裂
の
も
の
に
改
め
ら
れ
て
い
る
の
も
前
述
の
通
り
で

あ
る
。

　

文
庫
内
で
確
認
で
き
る
の
は
僅
か
に
二
点
で
あ
る
。
一
つ
目
は
、
定
家

監
督
書
写
の
も
の
で
、
元
袋
綴
装
で
巻
子
装
に
改
装
さ
れ
て
い
る
「
寛
平

御
時
后
宮
哥
合
」
で
あ
る
。
そ
の
共
紙
原
表
紙
（
二
八
・
六
×
二
四
糎
）

49
の
左
寄
り
に
定
家
が
外
題
を
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
は
平
安
末
期
写
の
片
仮
名
書
き
の
横
本
綴
葉
装
で
、「
恋
昔

百
首
和
歌
」・「
宰
相
中
将
源
朝
臣
国
信
卿
家
歌
合
」・「
四
条
大
納
言
御
作
」

を
合
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
薄
茶
色
地
雲
母
引
き
金
銀
砂
子
散
し
表

紙
（
一
七
・
五
×
一
四
・
六
糎
）
49
の
左
寄
り
に
、
定
家
が
「
源
中
納
言

懐
旧
百
首
同
家
哥
合
」
と
記
し
て
い
る
。

　

僅
か
二
例
の
み
だ
が
、
同
じ
歌
書
で
も
歌
合
作
品
で
の
左
寄
せ
外
題
が

確
認
で
き
た
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。

  

文
庫
以
外
に
存
在
す
る
定
家
筆
本
で
は
、
既
述
し
た
よ
う
に
、『
更
級

日
記
』
が
あ
る
。
改
め
て
確
認
し
て
み
た
い
。

　

こ
の
本
も
や
は
り
六
半
の
綴
葉
装
で
、
紫
色
地
金
銀
切
箔
砂
子
雲
霞
文

表
紙
（
一
六
・
三
×
一
四
・
八
糎
）
の
中
央
左
寄
り
の
位
置
に
、
定
家
の

筆
で
「
更
級
日
記
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（『
御
物
更
級
日
記 (

笠
間
影
印

叢
刊)

』（
笠
間
書
院
、
一
九
七
一
）
等（

6
（

）。
歌
集
で
は
な
い
作
品
の
事
例

と
し
て
極
め
て
貴
重
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

幸
運
な
こ
と
に
、
仮
名
日
記
の
六
半
綴
葉
装
と
し
て
は
、
徳
川
美
術
館

蔵
の
「
安
元
御
賀
日
記
」
も
存
し
て
い
る
。
こ
の
作
品
は
『
安
元
御
賀
記
』

と
も
呼
ば
れ
る
が
、
定
家
は
外
題
に
「
日
記
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
を
尊

重
し
た
い
。
そ
の
菱
繋
文
唐
紙
表
紙
（
一
七
・
一
×
一
五
・
五
糎
）
の
中

央
左
寄
り
に
定
家
外
題
が
あ
る
の
で
あ
る
（『
徳
川
黎
明
会
叢
書 

古
筆
手

鑑
篇
五 

古
筆
聚
成
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
四
））。

　

定
家
真
筆
と
し
て
あ
ま
り
に
名
高
い
尊
経
閣
文
庫
蔵
の
『
土
左
日
記
』

は
、
や
は
り
裂
表
紙
に
改
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
原
表
紙
を
有
し
て
い

た
時
代
に
、
忠
実
に
模
写
し
た
本
が
存
在
し
て
お
り
、
外
題
の
状
況
も
確

認
で
き
る
。
池
田
亀
鑑
が
『
古
典
の
批
判
的
処
置
に
関
す
る
研
究　

第
一

部 

土
佐
日
記
原
典
の
批
判
的
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
四
一
）
の
第
七

章
で
紹
介
し
た
、
東
山
御
文
庫
蔵
本
の
表
紙
画
像
で
は
、
は
っ
き
り
と
中

央
に
「
土
左
日
記
」
と
定
家
風
の
筆
跡
で
外
題
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

後
述
す
る
理
由
に
よ
り
、『
土
左
日
記
』
の
外
題
位
置
の
信
頼
度
に
は

や
や
不
安
も
あ
る
が
、
仮
名
日
記
の
二
作
品
が
左
寄
り
の
外
題
を
有
し
て

い
る
こ
と
は
、
や
は
り
注
目
に
値
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

  

仮
名
日
記
で
の
事
例
を
相
対
化
す
る
た
め
に
は
、
他
の
散
文
作
品
の
事
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例
が
欲
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
近
時
「
若
紫
」
帖
が
発
見
さ
れ
て
話
題
に

な
っ
た
が
、
定
家
が
書
写
に
関
与
し
た
『
源
氏
物
語
』（
い
わ
ゆ
る
「
定

家
手
沢
本
」）
は
五
帖
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
内
の
尊
経
閣
文
庫
蔵
の

「
花
ち
る
さ
と
」
と
「
か
し
は
木
」
は
紺
色
紙
表
紙
を
有
し
て
お
り
、
そ

の
中
央
に
蝋
箋
の
題
簽
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
文
化
庁
蔵
の
「
み
ゆ
き
」
と

安
藤
積
産
株
式
会
社
蔵
の
「
早
蕨
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
裂
表
紙
に
改

め
ら
れ
て
い
る
が
、
前
者
に
は
や
は
り
同
じ
蝋
箋
題
簽
が
中
央
に
貼
り
直

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
新
発
見
の
「
わ
か
む
ら
さ
き
」
は
、
裂
表
紙
の

下
に
紺
色
原
表
紙
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、
や
は
り
同
様
の
蝋
箋
題
簽
が
中

央
に
あ
る（

7
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
題
簽
は
、
尊
経
閣
文
庫
蔵
の
両
帖
に
附
属
す
る

古
筆
了
佐
（
一
五
七
二
～
一
六
六
二
）
の
鑑
定
で
は
、
後
柏
原
院
宸
翰
と

さ
れ
、「
み
ゆ
き
」
帖
に
付
さ
れ
た
二
代
畠
山
牛
庵
（
一
六
二
五
～
一
六

九
三
）
の
極
き
わ
め

札ふ
だ

に
は
、
後
花
園
院
宸
翰
と
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
に
せ

よ
後
代
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
旧
稿
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、
天
文
元
年

（
一
五
三
二
）
成
立
の
『
塵
添
壒
囊
抄
』
に
は
、「
冷
泉
家
之
記
」
と
し
て
、

『
源
氏
物
語
』
の
外
題
は
中
央
に
記
す
と
の
作
法
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、

題
簽
の
有
無
は
と
も
か
く
と
し
て
、
外
題
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
本
来
の

姿
を
伝
え
て
い
る
可
能
性
も
高
い
の
で
あ
る
。

　

物
語
そ
の
も
の
で
は
な
い
も
の
の
、
関
連
す
る
存
在
と
し
て
注
目
で
き

る
の
が
、
定
家
が
自
身
が
所
有
す
る
六
半
綴
葉
装
の
『
源
氏
物
語
』
写
本

か
ら
、
各
帖
末
尾
の
勘
物
が
存
す
る
丁
の
み
を
破
り
取
っ
て
、
一
冊
に
ま

と
め
た
特
殊
な
書
物
で
あ
る
『
奥
入
』
で
あ
る
。
今
日
で
は
『
源
氏
物
語
』

の
注
釈
書
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
も
と
も
と
は
独
立
し
た
一
書
で
は

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
そ
う
し
て
作
ら
れ
た
冊
子
に
は
縹
色
の

表
紙
が
付
さ
れ
、
そ
の
中
央
や
や
左
寄
り
に
、
定
家
の
文
字
で
「
奥
入
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
先
の
『
源
氏
物
語
』
の
情
況
か
ら
す
る
と
、
こ
れ
を

物
語
の
写
本
の
例
に
加
え
る
こ
と
は
躊
躇
さ
れ
る
。
単
純
な
散
文
物
語
で

は
な
く
、
注
釈
書
と
の
認
識
に
よ
っ
て
外
題
を
加
え
た
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。

  

残
念
な
が
ら
散
文
作
品
で
指
摘
で
き
る
も
の
は
以
上
で
あ
る
。
韻
文
・

散
文
共
に
事
例
が
少
な
す
ぎ
て
、
ど
こ
ま
で
一
般
化
で
き
る
の
か
は
多
分

に
不
安
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
と
も
か
く
も
、
左
寄
り
の
外
題
は
私
家

集
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
は
っ
き
り
と
確
認
で

き
る
の
で
あ
る
。
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三　

左
寄
り
と
い
う
位
置
の
意
味

　

こ
の
中
央
左
寄
り
に
外
題
を
書
く
と
い
う
行
為
を
、
定
家
は
ど
の
よ
う

な
意
識
で
行
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
多
く
は
な
い
も
の
の
父
俊
成
に

そ
の
事
例
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
れ
が
全
く
の
定
家
の
創
意
に

よ
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

俊
成
書
写
に
な
る
『
周
防
内
侍
集
』
の
、
再
生
紙
で
あ
る
薄
墨
紙
（
宿

紙
）
を
用
い
た
四
半
綴
葉
装
本
の
共
紙
表
紙
（
二
三
・
五
×
一
八
・
一
糎
）

14
に
は
、
特
徴
あ
る
俊
成
の
手
で
中
央
や
や
左
寄
り
に
、「
周
防
内
侍
集

／　

す
わ
う
の
な
い
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
共
紙
表
紙
に
や
や
雑
に
書

か
れ
て
い
る
こ
と
、
平
仮
名
で
名
前
を
繰
り
返
し
て
い
る
点
な
ど
か
ら
す

る
と
、
正
式
な
外
題
で
は
な
く
、
仮
の
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
り
は

す
る
が
、
そ
の
位
置
は
や
は
り
注
目
に
値
す
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
同
じ
く
俊
成
筆
写
本
な
が
ら
、
六
半
綴
葉
装
の

共
紙
表
紙
（
一
五
・
三
×
一
四
・
四
糎
）
28
に
、
俊
成
が
「
三
位
中
将
公

衡
卿
／　

詠
也
」
と
中
央
に
記
し
た
例
も
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
ち

ら
も
「
詠
也
」
と
い
う
文
言
か
ら
し
て
も
、
正
式
な
外
題
で
は
な
く
、
心

覚
え
的
に
書
き
加
え
た
も
の
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

俊
成
の
事
例
は
多
く
な
い
の
で
、
断
定
は
難
し
い
も
の
の
、
こ
れ
ら
の

本
の
存
在
を
定
家
が
知
ら
な
か
っ
た
と
も
考
え
難
い
。
そ
し
て
ま
た
知
っ

て
い
た
と
し
て
も
、
定
家
が
考
え
も
な
く
た
だ
「
周
防
内
侍
集
」
の
書
き

方
を
真
似
た
、
と
も
考
え
難
い
の
で
あ
る
。

　

外
題
の
位
置
に
関
す
る
定
家
の
意
識
を
伝
え
る
資
料
は
な
い
も
の
か
と

考
え
て
思
い
付
く
の
は
、
そ
の
著
作
の
『
下
官
集
』
で
あ
る
。
こ
の
書
は

定
家
の
仮
名
遣
い
説
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
和
歌
を

書
く
際
の
墨
継
箇
所
や
、
一
首
二
行
書
で
の
改
行
箇
所
の
注
意
な
ど
、
和

歌
の
書
式
に
関
す
る
定
家
の
説
が
書
か
れ
て
も
い
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

そ
れ
の
み
で
は
な
く
、
そ
の
最
初
に
は
、
冊
子
を
書
く
際
の
書
き
出
し
位

置
に
関
す
る
考
え
も
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
記
述
は
、
外
題
の
位

置
の
問
題
と
も
連
動
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。

　

該
当
す
る
の
は
、
一
つ
書
き
で
「
書
始
草
子
事
」
と
あ
る
項
目
で
あ
る
。

仮
名
物
多
置
右
枚
自
左
枚
書
始
之
／
旧
女
房
所
書
置
皆
如
此
先
人
又

／
用
之
清
輔
朝
臣
又
用
之
或
自
右
枚
端
／
書
之
伊
房
卿
如
此
下
官
付

此
説
模
／
漢
字
之
摺
本
之
草
子
右
一
枚
白
紙
／
徒
然
似
無
其
詮
之
故

也（
8
（
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や
や
分
か
り
に
く
い
内
容
で
あ
る
が
、
浅
田
徹
氏
に
詳
細
な
解
説
が
あ

る（
9
（

の
で
、
こ
れ
を
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

冊
子
本
を
書
く
に
当
た
っ
て
、
見
開
き
の
ど
ち
ら
の
頁
か
ら
書
く
か

と
い
う
作
法
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。「
仮
名
物
」
は
左
頁

か
ら
書
く
の
が
普
通
で
あ
り
、「
旧
女
房
」
た
ち
も
「
先
人
」（
俊
成
）

も
清
輔
朝
臣
も
同
様
で
あ
る
と
述
べ
る
。
し
か
し
右
か
ら
始
め
る
こ

と
も
あ
り
、
藤
原
伊
房
は
そ
う
し
て
い
た
と
い
う
。
定
家
は
そ
の
説

を
採
用
す
る
が
、
そ
れ
は
「
漢
字
之
摺
本
之
草
子
」
を
模
し
て
い
る

の
だ
と
す
る
。
ま
た
、
右
頁
が
空
白
に
な
っ
て
い
る
の
も
無
駄
で
は

な
い
か
と
言
っ
て
い
る
。

　

こ
の
内
容
が
何
故
外
題
の
位
置
の
問
題
と
関
連
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、

些
か
遠
回
し
の
説
明
が
必
要
に
な
る
。
浅
田
氏
は
、
定
家
の
記
し
た
内
容

に
つ
い
て
、
具
体
的
か
つ
丁
寧
に
検
討
さ
れ
た
上
で
、
定
家
が
良
し
と
し

た
右
頁
始
ま
り
に
つ
い
て
、「
下
官
集
に
言
う
右
頁
始
ま
り
の
形
を
取
る

の
は
、
三
代
集
（
古
今
・
後
撰
・
拾
遺
の
す
べ
て
）
と
拾
遺
愚
草
、
ま
た

伝
定
家
筆
金
槐
集
（『
古
筆
学
大
成
』
は
模
写
と
す
る
）
の
み
が
管
見
に

入
っ
た
。
三
代
集
と
そ
れ
以
外
の
歌
書
と
は
区
別
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
」・「
時
期
的
な
違
い
と
見
る
よ
り
は
、
定
家
が
右
頁
始
ま
り

を
特
別
な
対
象
の
み
に
限
定
し
て
用
い
た
と
考
え
る
方
が
説
明
と
し
て
は

合
理
的
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
、
下
官
集
は
勅
撰
集
（
あ
る
い
は
三
代
集
）

の
書
写
形
式
に
つ
い
て
述
べ
て
い
た
の
で
は
な
い
と
い
う
推
測
が
導
か
れ

る
。
後
述
す
る
よ
う
に
下
官
集
に
は
勅
撰
集
書
写
を
想
定
す
る
よ
う
な
記

事
が
多
く
、
そ
の
可
能
性
は
高
い
」
と
、
定
家
が
こ
の
項
目
を
記
述
し
た

意
図
を
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
こ
の
部
分
に
は
、「
如
狭
衣
／
物
語
ハ
／
必
自
左
／
枚
書
／
流
例
歟
」

と
の
頭
注
が
存
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

な
ぜ
物
語
一
般
の
中
で
狭
衣
物
語
が
特
記
さ
れ
て
い
る
の
か
は
不

明
。
影
印
な
ど
で
確
認
で
き
る
中
世
の
狭
衣
写
本
は
左
頁
始
ま
り
の

も
の
し
か
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
冊
子
を
ど
ち
ら
の
頁

か
ら
書
き
始
め
る
か
と
い
う
問
題
が
、
各
々
の
作
品
に
よ
っ
て
「
流

例
」
が
あ
る
よ
う
な
、
一
般
化
で
き
な
い
（
統
一
的
基
準
の
出
せ
な

い
）
事
柄
と
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
書
写
行
為
は
個
別
的

な
「
故
実
」
の
群
に
分
断
さ
れ
て
し
ま
う
印
象
を
受
け
る
。

　

と
考
察
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
最
終
的
に
、
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こ
の
条
の
み
を
見
て
も
、
故
実
志
向
と
合
理
的
志
向
と
に
定
家
の
志

向
は
分
裂
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
多
元
性
を
そ
の
ま
ま
受
け
取
る

ほ
か
に
下
官
集
の
全
体
像
を
捉
え
る
方
法
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

　

と
ま
と
め
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
誠
に
定
家
の
意
図
す
る
こ
と
を
理

解
す
る
の
は
困
難
な
の
で
あ
る
が
、
本
稿
の
考
察
で
得
ら
れ
た
情
報
な
ど

を
加
味
し
て
改
め
て
再
検
討
し
て
み
た
い
。

  

先
ず
、
こ
の
条
が
「
草
子
」
し
か
も
「
仮
名
物
」
を
対
象
と
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
以
外
の
存
在
を
意
識
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
巻
子
と
真
名
物
は
除
外
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
仮
名

書
き
の
冊
子
本
は
、
左
側
か
ら
、
つ
ま
り
丁
の
表
か
ら
書
き
始
め
る
の
が

優
勢
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

　

実
際
に
、
先
に
考
察
し
た
私
家
集
で
は
、
平
安
中
期
書
写
で
定
家
が
加

筆
を
加
え
た
も
の
は
も
と
よ
り
、
俊
成
や
坊
門
局
が
書
写
を
行
っ
た
も
の

に
加
え
て
、
定
家
が
書
写
・
監
督
書
写
し
た
も
の
も
ほ
と
ん
ど
が
左
始
ま

り
で
あ
っ
た（

（（
（

。
更
に
『
更
級
日
記
』
や
『
安
元
御
賀
日
記
』、『
土
左
日
記
』

な
ど
の
仮
名
日
記
も
こ
れ
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
書
き
方
が
圧
倒

的
に
優
勢
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
定
家
が
頭
注
で
『
狭
衣
物
語
』
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
の
は
、

私
家
集
な
ど
の
歌
書
ば
か
り
で
は
な
く
、
作
り
物
語
に
お
い
て
も
同
様
で

あ
る
こ
と
を
付
記
し
た
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　

定
家
は
、
こ
の
よ
う
に
左
書
き
出
し
が
優
勢
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て

お
い
て
、
右
端
か
ら
書
き
始
め
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
、
入
木
道

の
家
の
世
尊
寺
伊
房
（
一
〇
三
〇
～
一
〇
九
六
）
を
そ
の
例
に
挙
げ
、
自

分
も
こ
れ
に
与
す
る
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
中
国
宋

版
の
冊
子
本
が
、
印
刷
面
を
内
側
に
な
る
よ
う
に
し
て
折
っ
た
も
の
を
、

同
じ
向
き
に
重
ね
て
、
折
目
付
近
で
糊
代
け
し
て
製
本
す
る
装
訂
で
あ
る
、

粘
葉
装
（
漢
籍
系
で
は
「
胡
蝶
装
」
と
称
す
る
こ
と
が
多
い
）
で
あ
る
こ

と
を
挙
げ
る
。
ま
た
左
始
ま
り
だ
と
、
右
側
の
一
枚
が
白
紙
に
な
っ
て
無

駄
に
感
じ
ら
れ
る
と
、
理
由
の
補
足
を
す
る
の
で
あ
る
。

　

根
拠
が
は
っ
き
り
し
な
い
有
力
な
先
例
を
否
定
し
て
、
事
由
を
説
明
し

つ
つ
世
尊
寺
家
の
説
に
賛
意
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
宣
言
は
決
し
て

軽
々
し
い
も
の
と
は
思
え
な
い
。
し
か
し
そ
れ
な
の
に
、
定
家
筆
の
右
始

ま
り
の
も
の
は
、
三
代
集
や
『
拾
遺
愚
草
』・『
金
槐
和
歌
集
』
く
ら
い
し

か
見
い
だ
せ
な
い
こ
と
も
、
浅
田
氏
が
指
摘
さ
れ
る
通
り
で
、
こ
れ
に
加

え
う
る
例
を
見
い
だ
せ
な
い
の
で
あ
る
。
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言
行
不
一
致
の
誹
り
を
受
け
て
も
致
し
方
な
い
よ
う
で
も
あ
る
の
だ
が
、

鎌
倉
時
代
の
仮
名
書
き
冊
子
本
を
広
く
見
渡
し
、
入
木
道
の
伝
書
の
記
述

に
も
目
を
向
け
る
と
、
少
し
見
え
方
が
変
わ
っ
て
く
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　

詳
し
く
は
旧
稿
で
述
べ
た
の
で
、
参
照
い
た
だ
き
た
い
が
、
本
稿
冒
頭

に
も
記
し
た
よ
う
に
、
入
木
道
の
鎌
倉
時
代
以
降
の
複
数
の
伝
書
に
は
、

歌
書
は
外
題
を
左
端
に
、
物
語
は
中
央
に
書
く
と
の
故
実
が
記
し
留
め
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
江
戸
時
代
前
期
頃
の
伝
書
『
異
本
持
明
院
殿
口
伝
基
時
卿
』

に
見
え
る
の
だ
が
、
物
語
は
左
か
ら
書
き
始
め
、
歌
集
は
右
側
か
ら
書
き

始
め
る
故
実
も
確
か
に
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
旧
稿
で
は
、
鎌
倉
・
南

北
朝
頃
の
写
本
を
中
心
に
し
て
、
こ
れ
ら
の
故
実
が
概
ね
守
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
た
。

　

定
家
が
、
書
き
出
し
位
置
の
違
い
を
、
冊
子
に
保
存
さ
れ
た
作
品
の
ジ
ャ

ン
ル
と
結
び
付
け
て
考
え
て
い
る
節
は
な
い
も
の
の
、
頭
注
に
『
狭
衣
物

語
』
の
こ
と
を
書
き
加
え
た
こ
と
に
よ
り
、
不
完
全
な
も
の
で
は
あ
っ
て

も
、
本
人
の
意
思
と
は
無
関
係
に
、
入
木
道
伝
書
に
見
え
る
故
実
の
先
蹤

的
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
見
方
を
す
る
と
、
私
家
集
は
歌
集
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
私
家
集
は
勅
撰
集
等

と
比
較
す
る
と
、
同
じ
歌
書
で
あ
っ
て
も
、
地
位
が
低
い
存
在
で
あ
っ
た

ら
し
い
こ
と
も
旧
稿
で
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
雑
纂
的
な
構
成
で
、
正

式
な
歌
集
名
も
な
く
、
個
人
名
を
冠
し
て
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
な
段
階
を

経
て
、
勅
撰
集
の
撰
集
資
料
と
す
る
た
め
に
、
部
立
等
の
確
た
る
配
列
方

針
を
有
し
、
編
者
に
よ
っ
て
文
芸
的
な
歌
集
名
が
付
与
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
こ
の
よ
う
な
平
安
期
末
か
ら
鎌
倉
初
期
に
か
け
て
の
変
革
期
を
経
て
、

私
家
集
の
地
位
が
次
第
に
向
上
し
て
い
っ
た
よ
う
な
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
も
旧
稿
で
述
べ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
外
題
が
左
肩
か
中
央
か
と
い

う
こ
と
は
、
そ
の
作
品
が
巻
子
装
に
保
存
さ
れ
る
か
否
か
に
対
応
す
る
可

能
性
が
高
い
。
巻
子
装
の
表
紙
を
裏
側
か
ら
み
る
と
、
左
肩
に
外
題
が
あ

る
の
で
あ
る
。
表
紙
中
央
に
あ
る
と
、
巻
い
た
際
に
紐
を
解
く
位
置
か
ら

は
外
題
が
確
認
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
外
題
の

位
置
が
二
つ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
の
位
置
に
あ
る
理
由
も
納
得
で

き
る
の
で
あ
る
。

　

定
家
が
『
下
官
集
』
の
「
書
始
草
子
事
」
で
言
及
し
た
の
は
、
基
本
的

に
巻
子
装
に
保
存
さ
れ
な
い
よ
う
な
、
当
時
の
目
か
ら
見
て
社
会
的
な
地

位
が
低
い
作
品
の
書
き
方
な
の
で
あ
り
、
勅
撰
集
の
よ
う
な
当
然
巻
子
装

で
書
か
れ
う
る
地
位
の
高
い
作
品
は
最
初
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
た
と
考
え

る
の
は
、
あ
ま
り
に
穿
ち
過
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
見
方
を
す
れ

ば
、
あ
の
難
解
な
記
述
も
あ
る
程
度
理
解
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
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あ
る
。

　

近
時
短
文
に
記
し
た（

（（
（

こ
と
で
あ
る
が
、
定
家
は
紀
貫
之
自
筆
と
伝
え
ら

れ
る
巻
子
装
の
『
土
左
日
記
』
を
、
六
半
綴
葉
装
に
転
写
し
た
こ
と
の
意

味
は
決
し
て
小
さ
く
な
い
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。

　

非
常
に
迂
遠
な
考
察
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
稿
者
は
外
題
が
中
央
と

左
端
と
の
中
間
あ
る
状
態
を
、
定
家
の
ジ
ャ
ン
ル
意
識
と
結
び
つ
け
て
考

え
て
み
た
い
の
で
あ
る
。
平
仮
名
文
学
作
品
の
両
極
は
、
天
皇
や
院
の
命

で
編
纂
さ
れ
る
勅
撰
和
歌
集
を
頂
点
と
す
る
和
歌
作
品
と
、
仏
教
的
に
罪

深
い
存
在
と
さ
れ
る
作
り
物
語
を
代
表
と
す
る
物
語
作
品
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
冊
子
本
の
場
合
、
歌
書
は
四
半
で
外
題
は
左
肩
、
書
き
出
し

は
右
側
か
ら
と
い
う
の
が
、
最
も
公
式
な
仕
立
て
方
と
な
る
。
こ
れ
に
対

し
、
物
語
は
六
半
で
外
題
は
中
央
、
書
き
出
し
は
左
側
か
ら
と
い
う
の
が
、

基
本
的
な
仕
立
て
方
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
の
両
者
の
間
に
、
様
々

な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
が
微
妙
な
距
離
を
取
り
つ
つ
位
置
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

歌
物
語
の
『
伊
勢
物
語
』
は
、
外
題
が
左
で
も
中
央
で
も
よ
い
と
い
う

よ
う
な
記
述
が
、
入
木
道
書
に
見
え
る
こ
と
も
旧
稿
で
紹
介
し
た
し
、
歴

史
物
語
は
作
り
物
語
よ
り
も
格
が
高
く
、
四
半
で
仕
立
て
ら
れ
る
こ
と
も

あ
り
、
外
題
も
両
様
で
あ
る
こ
と
も
拙
稿
で
確
認
し
た（

（（
（

。
仮
名
日
記
に
つ

い
て
は
よ
り
詳
細
な
考
察
が
必
要
だ
が
、
や
は
り
中
間
辺
り
に
位
置
す
る

の
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
定
家
の
時
代
に
は
、
平
安
期
の
私
家
集
も
、

歌
書
で
あ
り
な
が
ら
仮
名
日
記
に
近
い
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
た
と
は

考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　

定
家
が
関
与
し
た
写
本
の
表
紙
に
し
ば
し
ば
見
え
る
、
中
央
や
や
左
寄

り
の
位
置
に
あ
る
外
題
は
、
息
子
の
為
家
に
も
受
け
継
が
れ
た
こ
と
が
確

認
で
き
る
。

　

そ
の
代
表
格
が
大
阪
青
山
学
園
蔵
の
為
家
筆
『
土
左
日
記
』
で
あ
る
。

そ
の
六
半
綴
葉
装
の
共
紙
表
紙
（
一
六
・
八
×
一
五
・
三
糎
）
の
、
中
央

や
や
左
寄
り
に
為
家
は
「
土
左
日
記
」
と
墨
書
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

う
な
る
と
、
定
家
筆
本
も
原
表
紙
の
外
題
は
や
は
り
少
し
左
寄
り
で
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
い
た
く
な
る
の
で
あ
る
。

　

為
家
の
事
例
は
こ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
俊
成
監
督
書
写
本
の
副
本
と

し
て
為
家
が
書
写
乃
至
監
督
書
写
し
た
私
家
集
が
、「
平
安
私
家
集 

十
一
」

巻
65
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
内
の
以
下
の
六
半
の
四
集
が
左
寄
り
の

外
題
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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「
小
大
君
」　

綴
葉
装
一
折　

共
紙
表
紙
（
一
七
・
〇
×
一
六
・

一
糎
）　

為
家
筆

「
伊
勢
大
輔
」　

綴
葉
装　

共
紙
表
紙
（
一
四
・
七
×
一
四
・
六

糎
）　

為
家
監
督
書
写

「
肥
後
集
」　

結
び
綴
（
綴
葉
装
）　

共
紙
表
紙
（
一
三
・
八
×
一

四
・
九
糎
）　

為
家
筆

「
安
芸 

郁
芳
門
院
」　

綴
葉
装　

共
紙
表
紙
（
一
七
・
〇
×
一
六
・

四
糎
）　

為
家
筆

　

も
っ
と
も
、
こ
こ
で
も
同
じ
六
半
綴
葉
装
で
為
家
筆
の
「
二
条
太
皇
太

后
大
弐
集
」（
共
紙
表
紙
（
一
四
・
四
×
一
三
・
八
糎
））
は
、
中
央
に
外

題
が
記
さ
れ
て
い
た
り
も
す
る
。　

  

と
も
あ
れ
、
為
家
が
父
の
真
似
を
し
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
は
確

か
な
の
で
あ
る
。

  「
平
安
私
家
集
十
一
」
と
次
の
十
二
を
中
心
に
、
定
家
の
門
弟
で
、
定

家
死
後
、
勅
撰
集
撰
者
な
ど
を
巡
っ
て
為
家
と
競
合
す
る
関
係
に
な
っ
た

真
観
書
写
に
な
る
私
家
集
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
十
一
解
説
で
「
真
観
本

私
家
集
」
と
総
称
さ
れ
る
そ
れ
ら
は
、
二
二
×
一
五
糎
程
度
の
四
半
の
綴

葉
装
（
粘
葉
装
な
ど
も
）
で
、
美
麗
な
蝋
箋
や
栗
皮
な
ど
の
し
っ
か
り
し

た
表
紙
を
有
し
て
い
る
も
の
が
目
立
つ
。
そ
し
て
そ
の
表
紙
左
肩
に
し
っ

か
り
と
外
題
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
定
家
関
与
の
私
家
集
と
は
、

仕
立
て
方
に
お
い
て
余
り
に
も
距
離
が
あ
り
す
ぎ
る
の
で
あ
る
。
自
家
用

の
も
の
か
、
献
上
用
の
も
の
か
な
ど
、
書
写
の
目
的
の
違
い
が
仕
立
て
に

反
映
す
る
こ
と
も
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
や
は
り
注
目
す
べ
き
差
で
あ
る
と

い
え
る
。
真
観
本
私
家
集
を
見
る
と
、
私
家
集
の
地
位
向
上
が
完
了
し
た

と
思
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
中
央
左
寄
り
に
外

題
を
書
く
書
き
方
の
消
滅
に
も
繋
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

一
方
で
興
味
深
い
の
は
、「
冒
頭
の
一
、
二
丁
だ
け
を
定
家
様
で
書
写
し
」

て
お
り
、
あ
た
か
も
「
い
わ
ゆ
る
定
家
監
督
書
写
本
」
を
書
写
し
た
か
の

よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、「
擬
定
家
本
私
家
集
」
と
称
さ
れ
る
「『
猿
丸

集
』
以
下
、
都
合
三
十
件
三
十
一
点
」（
擬
定
家
本
私
家
集
73
解
題
）
が
、

概
ね
二
三
×
一
六
糎
の
四
半
本
で
、
共
紙
表
紙
の
左
肩
に
打
ち
付
け
書
き

の
外
題
を
有
し
、
本
文
は
裏
か
ら
始
ま
る
と
い
う
、
お
よ
そ
実
際
の
定
家

監
督
書
写
本
と
は
似
付
か
な
い
仕
立
て
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
、
素
性
不
明
の
藤
原
資
経
な
る
人
物
に
よ
っ
て
、
正
応
五
年
（
一

二
九
一
）
か
ら
永
仁
四
年
（
一
二
九
六
）
頃
に
書
写
さ
れ
た
「
三
十
八
集

三
十
九
帖
」（
資
経
本
私
家
集
一
65
解
題
）
の
私
家
集
を
親
本
と
す
る
ら

し
い
こ
と
が
叢
書
解
題
で
報
告
さ
れ
て
い
る
通
り
、
形
態
的
に
も
親
本
に
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引
き
ず
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
擬
定
家
本
が
真
観
本

の
多
く
と
同
様
に
、
本
文
が
裏
つ
ま
り
右
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
と
い
う
事

実
は
、『
下
官
集
』
の
定
家
説
に
従
っ
て
い
る
と
も
解
釈
で
き
る
の
で
あ
る
。

定
家
の
説
は
、
自
身
で
は
徹
底
さ
れ
ず
、
次
代
で
尊
重
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
そ
の
書
物
と
し
て
の
仕
立
て
方

に
、「
擬
定
家
本
」
の
非
定
家
性
が
確
認
で
き
る
の
は
な
ん
と
も
皮
肉
で

あ
る
。

　

結
局
、
定
家
の
関
与
し
た
写
本
の
中
に
、
特
異
な
外
題
の
位
置
の
も
の

が
目
立
つ
こ
と
の
指
摘
の
み
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ

ろ
や
、
定
家
の
意
識
な
ど
を
明
確
に
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

常
に
き
れ
い
な
整
理
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ

ル
の
書
式
を
も
含
め
た
、
書
物
の
形
態
的
特
徴
と
、
そ
こ
に
保
存
さ
れ
る

内
容
と
の
間
に
は
相
関
関
係
が
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
回
の
問
題
に

つ
い
て
も
検
討
を
続
け
た
い
が
、
こ
れ
に
限
ら
ず
、
多
く
の
古
典
籍
を
対

象
と
し
て
、
今
後
も
考
察
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

注（
1
） 　

そ
の
判
断
は
基
本
的
に
「
叢
書
」
の
解
題
を
参
照
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。

（
2
）　

19
の
定
家
筆
臨
模
本
「
斎
宮
女
御
集
」、
お
よ
び
、
解
題
に
こ
れ

と
一
具
と
の
指
摘
が
あ
る
、
巻
23
の
「
平
安
私
家
集
十
」
の
「
伊
勢

大
輔
集
」
は
、
後
述
す
る
理
由
な
ど
に
よ
り
信
頼
度
が
低
い
も
の
な

の
で
、
こ
こ
で
は
慎
重
を
期
し
て
四
半
本
の
例
か
ら
は
除
外
し
て
お

き
た
い
。

（
3
）　
『
藤
原
定
家
所
伝
本 

金
槐
和
歌
集
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
〇
）

の
佐
佐
木
信
綱
解
説
に
よ
る
と
、
外
題
は
後
人
の
も
の
で
あ
る
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
一
応
挙
げ
て
お
く
。

（
4
）　

も
と
綴
葉
装
を
定
家
の
時
代
に
結
び
綴
に
し
、
江
戸
時
代
に
綴
葉

装
に
戻
し
た
も
の
と
い
う
。

（
5
）　

解
題
に
「
前
述
し
た
表
紙
の
中
央
に
」
と
あ
る
も
の
の
、
当
該
部

分
を
見
い
だ
せ
な
い
。

（
6
）　

呉
文
炳
編
『
定
家
珠
芳
』（
理
想
社
、一
九
六
七
）
所
収
『
伊
勢
集
』

の
橋
本
不
美
男
解
説
に
、「
上
表
紙
の
中
央
の
左
よ
り
か
ら
や
や
な

な
め
に
「
伊
勢
集
」
定
家
筆
の
外
題
が
あ
る
。
こ
の
書
法
は
、
御
物

定
家
筆
『
更
級
日
記
』
と
同
じ
で
あ
る
」
と
の
指
摘
が
あ
る
。
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（
7
）　
『
原
装
影
印
古
典
籍
覆
製
叢
刊　

青
表
紙
原
本
源
氏
物
語　

花
ち
る

さ
と
・
か
し
は
木
』（
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
、
一
九
七
八
）、『
定

家
本
源
氏
物
語　

行
幸
・
早
蕨
』（
八
木
書
店
、二
〇
一
八
）
参
照
。「
若

紫
」に
関
し
て
は
、発
見
の
新
聞
記
事
な
ど
で
表
紙
画
像
を
確
認
し
た
。

（
8
）　

引
用
は
、
江
戸
時
代
に
定
家
筆
本
を
模
刻
し
た
と
思
し
い
、
古
梓

堂
旧
蔵
の
井
上
慶
寿（
静
風
）蔵
版
本
を
底
本
と
す
る
、浅
田
徹
氏「
下

官
集
の
諸
本
―
付
・
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
「
定
家
卿
模
本
」
翻
刻
―
」

（『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』
二
六
、
二
〇
〇
〇
・
三
）
の
翻
刻
に

拠
っ
た
。

（
9
）　

浅
田
徹
氏
「
下
官
集
の
定
家
―
差
異
と
自
己
―
」（『
国
文
学
研
究

資
料
館
紀
要
』
二
七
、
二
〇
〇
一
・
三
）。

（
10
）　

先
述
し
た
よ
う
に
、
一
具
の
定
家
臨
模
本
と
さ
れ
て
い
る
「
斎
宮

女
御
集
」19
と「
伊
勢
大
輔
集
」23
は
、四
半
で
あ
る
こ
と
も
珍
し
い
が
、

右
始
ま
り
で
あ
る
こ
と
は
極
め
て
異
質
な
の
で
あ
る
。
こ
の
両
集
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
慎
重
で
あ
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

（
11
）　

拙
稿
「
日
記
文
学
は
な
ぜ
巻
子
装
か
ら
冊
子
本
に
書
写
さ
れ
た
の

か
」（『
古
典
文
学
の
常
識
を
疑
う
Ⅱ
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
九
）。

（
12
）　
「
書
物
と
し
て
の
歴
史
物
語
」（
拙
著
『
日
本
古
典
書
誌
学
論
』
勉

誠
出
版
、
二
〇
一
六
、
所
収
）。


